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ヒアリング項目 

 

本検討会では、平成18年の障害者自立支援法の制定以降の我が国の一般就労

の場の進展や、それに伴う福祉施策の利用者像の変化などに伴う、障害者就労

に係る雇用、福祉の果たすべき役割の変化を踏まえ、雇用施策・福祉施策の役

割分担など、障害者の就労に係る雇用施策と福祉施策の在り方について検討を

行っていくことを予定しております。 

以下の各論点に関して、どのように考えるか、特に貴団体として意見のある

項目への意見をお聞かせください。 

 

１．雇用と福祉の役割分担 

 ○ 近年の一般就労の場の増加や就労系障害福祉サービスの利用者像の変化

をどう考えているか。それに伴う今後の対象像や果たすべき機能等、雇用

と福祉の役割分担について、どう考えるか。 

 ○ 就労系障害福祉サービスから一般就労への移行における現状と課題につ

いて、どう考えるか。 

２．就労継続支援の在り方及びそれに対する障害者雇用促進法制（法定雇用

率・納付金制度等） 

○ 就労継続支援の現状と課題について、どう考えるか。 

○ Ａ型事業所について、雇用率制度の対象となっていること及び納付金制

度等（事業主の納付金を財源とする調整金・報奨金／特定求職者雇用開発

助成金等の事業主負担財源による財政支援）の支給対象となっていること

について、どう考えるか。 

３．就労選択支援・就労移行支援・就労定着支援の効果的な在り方、障害者就

業・生活支援センターとの役割分担 

○ 就労選択支援、就労移行支援、就労定着支援の現状と課題について、ど

う考えるか。 

○ 就労系障害福祉サービスと障害者就業・生活支援センターとの役割分担

について、どう考えるか。 

４．福祉と雇用の相互往来関係（うつ等からの復職、企業雇用における障害者

である労働者の加齢に伴う課題等） 

 ○ うつ等からの復職、企業雇用における障害者である労働者の加齢に伴う

課題等、障害者の状態像の変化とそれに伴う雇用と福祉の相互往来に関す

る現状と課題について、どう考えるか。 


